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月

例

会
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案

内
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人
〔令
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元
年

・
通
算

第

六
九

九

回

〕

 

○

御

案

内

九

月

二
十

六

日

(木

)

十

一
時
半

入
館

可

、

正
午

～

午
後

二
時

半

衆

議

院
第

一
議

員
会

館

地

下

一
階
第

五
会
議

室

講

題

人

類

の
活
動

は

、
気

候
変

動

や
異
常

気
象

に
影
響

を
与

え

て
い
る

か

?

講

師

橋

田
俊

彦

先

生

(
気

象
庁

前

長
官

、

気
象

庁

元
予

報
部

長
)

当

協

会

に

は
内
部

に
環
境

技
術

委

員

会
も

あ

り
、

協
会

全

体

と
し

て
も

環

境

問
題

は
大

き

な

研
究

テ
ー

マ
で
す

。

近
年

特

に
、

六

月

か
ら

猛
暑

が

続

い
た
り

、
梅

雨
時

に
し
と

し

と
雨

で
は
な

く

ス

コ
ー
ル

の
よ

う
な

大

雨

に
な

っ
た

り
、

連

続
集

中

豪
雨

で

こ
れ
ま

で

に
災

害

が
な

か

っ
た
河

川
が

氾
濫

し
洪

水

で
家

屋

が

浸
水

し

た

り
、

私

ど
も

国

民

に
は
、

こ

の
気

候

変
動

・
異
常

気
象

は
何

が

原
因

な

の
か
、

外

国

の
大
統

領

が

い
う

よ

う

に
地

球
活

動

の

一
環
な

の

か

、

そ
れ

と
も

人
類

の
活

動
結

果

な

の
か
、

ど
う

い
う

原

因
な

の
か
が

分

か
ら

な

い
と
、
対

策

も

立

て
ら

れ

ま

せ
ん

。

そ
う

し

た
、

判

断

に
迷

っ
て
い
.る
折

な

の

で
、

今

回
は
、

永

年
気

象
行

政

に
携

わ

っ
て

こ
ら

れ

ま
し

た
気

象

庁

前

長

官

の
橋

田
俊

彦

先
生

に
御
解

説

を

い
た
だ

き
ま

す
。

奮

っ
て

の
御

参

加
、

お

待

ち
申

し

上
げ

ま

す

。

(
清

原

記
)
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(
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む
)

会

員

は

三
千

円
、
外

部

か

ら

の
参

加

者

は

五
千

円
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メ
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留

O
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(
メ

ー

ル
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・
通
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の

み

)

九

月

二
十

四

日

(火

)

ま

で

に
出

欠

の
御
連

絡

賜

り
た

く

。

 

○

御

報

告

去

る
六
月

二
十

八

日
～

同

二
十

九

日

に
か
け

て
主
要

二
十

力
国

・
地
域

の
首
脳

会

議

「
G

2

0
」

が

日
本

で
初

め

て
大

阪

に

て
開
催

さ
れ

た
。

そ

の
主
要

議

題

は
、

ω
世

界

経
済

、
②

巨

大

I

T
企
業

対

策
、

③

海
洋

プ

ラ

ス
チ

ッ
ク

対

策

、

㈲

W

T

O
改
革

問

題

の
四

つ
で
あ

っ
た
。

そ

の
う

ち

の
多
く

は
、
新

聞

・
テ

レ
ビ

で
か
な

り

詳
し

く

報
道

さ

れ

た
が

、
当

財

団

内

の
環

境
技

術

委
員

会

な

ど
が
強

く

関

心
を

持

ち
研

究
し

て

い
る
海

洋

プ

ラ

ス
チ

ッ
ク
対

策

に

つ

い

て
は

特

に
、

「
G
2

0
」

の
数

日
前

の
六
月

十

五

日
～

十
六

日

に
長

野

県
軽

井
沢

に

て

「
エ
ネ

ル
ギ

ー

・
環
境

閣

僚

会

議

」

が

開
か

れ

て

い
る

こ
と

で
も
あ

り
、

そ

の
内

容

も
知

り

た

い
と
思

い
、
七

月

三

十

日

(
火

)

の
正

午

よ
り

衆
議

院

第

二
議

員

会

館
地

下

一
階

第

三
会

議
室

に
、

環
境

大
臣

・
原

田
義

昭
先

生

に
お

越

し

い
た
だ

き
、

「
環
境

政

策

の
諸

課

題

に

つ
い

て
!
」

と
題

し
、

御

講
話

を

い
た
だ

い
た
。
'

原

田
義

昭

環
境

大

臣

の
お

話

の
要
旨

は
、
海

洋

プ

ラ

ス
チ

ッ
ク
ゴ

ミ
対
策

は
、

二

〇

一
七
年

、

ド

イ

ツ
で
開
催

さ

れ

た

G
2

0

で
始

め

て
取

り
上

げ

ら

れ

た
が
、

今

年

は
主

催
国

日
本

か
ら
、

こ
の
プ

ラ

ス
チ

ッ
ク
ゴ

ミ
を

計

画
的

・

継
続

的

に
減
少

さ
せ

る

た
め

に
、

毎

年
、

参
加

国

の
担

当

者

が

一
堂

に
会

し
、

自

国

の
廃

プ

ラ

ス
チ

ッ
ク
ゴ

ミ
、
海

岸

へ
漂

着

す

る
プ

ラ

ス
チ

ッ
ク
ゴ

ミ

の
処

理
情

況

を

発
表

す

る

こ
と

に

つ
き
合

意
を

見

た
、

と

の
報

告

が
あ

っ
た
。

そ

の
他

の
大
臣

の
報
告

と

し

て
は
、

C

O
2

の
削

減

に

つ
い

て
は
、

カ

ー
ボ

ン
プ

ラ

イ

シ

ン
グ

、

即

ち
、

企

業

や

家
庭

が

排

出

す

る
炭

酸
ガ

ス
に

つ
い
て
、

そ

の
C

O
2

の
量

に
価
格
を

付

け
、

そ

の
排

出

量

に
応

じ

て
課
税

す

る

方

式

も

一
部

先

進

国

が
採

用
し

て

い
る

の

で
、

わ

が
国

も
検

討

し

て
い
る
、

と

の

こ
と

で
あ

っ
た

。

な

お
、

私

が

通
産

省

に
入

省

し

た
当
時

は

、

環
境

対
策

を

す

る

こ
と

は
企
業

の
活
動

を

阻

害
す

る
も

の
と
考

え

ら

れ

て

い
た
が

、

環
境

省

が

い
ま

取
り

組

ん

で
い
る

の
は

、
産

業

と
環

境

が
対

立
す

る
も

の
で
は

な
く

、

産
業

と

環

境

と
が

互

い
に
共

生
す

る

「
地

域

循

環
共

生

圏
」
を

作

る

こ
と

こ
そ
、

社
会

の
発

展
、

地
方

の
再

生

に
繋

が

る

と

い
う

考

え

に
立

っ
て
政
策

を

進
め

て
い
る
。

等

々

の
御

解

説

が
あ

り

、
国

政

に
戻

る
た
め

、

退
席

さ

れ

た
。

そ

の
あ
と

は

、
当

財

団

の
中

島
稔

理

事
兼

科
学

技

術

部
会

長

が
議

長

と
な

り

、

一
同

に

て
意

見
交

換

を

行

っ
た
。

(
清

原

記
)

▽

「
公
益

財

団
法

人

協

和
協

会

」
と

は

昭
和

四
十

九

年

、
岸

信
介

元
総

理

に
よ

っ
て
創
立

さ
れ

た
財

団

。
活
動

趣

旨

は
、

「政

党

・
派

閥

・
利

害

・
打

算

の
次

元
を

超

え

て
、
真

に
国
家

的

課
題

を

研
究

調
査

し

、
特

に
重
要

課
題

は
、
政

府

宛
要

請

書

を

作

っ
て
、
時

の
政

府

へ
提
出

す

る
」

こ
と

に
あ

る
。
・昭
和

五

十

四
年

か
ら

本
格

活

動

に
入

り
、

月

例
講

話

会

の
他

に
八

つ
の
部

会

と
、

五
～

六

の
委

員

会

が
あ

り

、

こ
れ

ま

で
に
百

三
十
七

本

の
要

請

書
を

時

の
政

府

に
提

出

し

て

い
る
。

第

二
代
会

長

は

福

田
越

夫

元
総

理

、
第

三
代

会

長

は
櫻

内
義

雄

元
衆

議
院

議

長

、
第

四
代

会

長

は

塩

川
正

十
郎

元

財
務

大

臣
、

第

五

代
会

長

代
行

と

し

て
、

江

ロ

一
雄

元
衆

議
院

議
員

、

現
在

、

第
六

代

は
代

表

理

事
兼

会

長

代

行

と

し

て
、

岸
信

夫

衆

議

院
議

員

・
安

全

保
障

委

員
長

、

元
外

務

副
大

臣

が
就

任
し

て

い
る
。

▽
事
務

局

電
話
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理

事

・
清
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平
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務

重
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、

高

津


